














貴弘
ノート注釈
光を照射されることで色素の電子が励起状態になり、それが基底状態に戻る際に光を発するものを蛍光という。狭義には光を当てている間だけ光を発するものを蛍光とし、光の照射を終えても発光するものを燐光とする。

貴弘
ノート注釈
温度依存、GFP発色団の形成には酵素を必要としない。そのため高温になるとフォールディングが妨げられ蛍光強度が落ちる。

貴弘
ノート注釈
GFPは発色団となる65~67残基のSer,Tyr,Glyの周囲を他のアミノ酸残基が取り囲むような構造を持つため、これら三残基の環化・酸化反応が自発的に進行し、長いπ共役系を生み出すことで発色団を形成する。

貴弘
ノート注釈
FLIP:一部に励起光を当て続け、膜内の蛍光がなくなるまでの時間から拡散速度などを推定する。FRAP:一部に強い励起光を当て褪色させ蛍光の回復する時間から云々

貴弘
ノート注釈
目的タンパクの配列が分かっている限り目的タンパクと蛍光タンパクの融合タンパクを容易に作成できる。またこの場合目的タンパク以外が非特異的に標識されることがなくなる。一方で融合させることによって目的タンパクの生体内での局在、機能が変化するおそれがある。





貴弘
ノート注釈
1.不斉炭素のHを奥にしたとき、CORNの順に反時計回りに並ぶものがL体R　C　COOH　  ▲     NH22.SR立体配置、立体中心に結合する原子番号の大きい順に優先。優先度最低のものを最奥に見たとき、他三つが反時計回りならS,時計回りならR.L体アミノ酸はシステインのみR、他はすべてS3.Ala<Ser<Cys<Lys<His<Phe4.　H　  　　     H  　N+ =C　⇔　N - C          |               ||          O-              O  　CO,CN間の共鳴によりCN結合が二重結合性を持つためCN軸周りに回転できず平面構造をとる。トランス型。二つのアミノ酸側鎖はトランス型のほうが離れており、立体障害がシス型に比べ小さいため。

貴弘
ノート注釈
1.アミン：アンモニアのHを炭化水素基で置換したもの。塩基性は二級アミン＞一級アミン、これはアルキル基が電気供与性を持ち、二級アミンのNが一級よりも負に帯電することによる。また二級＞三級である。これは三級アミンでは立体障害が生じるためである。ピロール：C4H5Nの五員環構造。Nの持つ非共有電子対が環全体に非局在化するためアミン、ピリジンよりも塩基性が低い。ピリジン：C5H5Nの六員環構造。塩基性はアミンよりも低い。Nの混成の差による。ピリジンNの非共有電子対は混成軌道に入り、環の外側に突き出すため、H+と反応しやすい。一方ピロールではp軌道に入り環全体に云々。アミンのNはsp3混成軌道、ピリジン、ピロールはsp2混成軌道。2.共鳴構造をとれるかどうかベンジルアルコールはアルコールなので中性、4ニトロ＞フェノ＞3ニトロ＞ベンジル





貴弘
ノート注釈
放射線照射：放射線を照射することでDNA中の塩基の損傷、脱落、化学修飾、DNA鎖切断等によりDNAが損傷し、これにより突然変異を誘発する。トランスポゾン：トランスポゾン配列を含むプラスミドとそれを転移させる酵素のmRNAを胚に導入する。トランスポゾンはDNA上を転移でき、これによって遺伝子に変異を与える。

貴弘
ノート注釈
ナンセンス変異：突然変異により、遺伝子配列の途中に終始コドンが現れる変異。ミスセンス変異：アミノ酸配列が変化すること。

貴弘
ノート注釈
フレームシフト変異：一塩基の欠失・付加によりコドンの読み枠がずれる変異。

貴弘
ノート注釈



貴弘
ノート注釈
変異株を培地にまき、それを別の培地に写し取る。こうすることで同じコロニー群を二つ得られ、片方を許容温度化で、他方を非許容温度化で培養し、それぞれの表現型およびDNA配列を調べその原因遺伝子

貴弘
ノート注釈
タンパク質は正しく折りたたまれて初めて機能を発揮しうる。温度感受性となったタンパク質は許容温度化では正しく折りたたまれるが非許容温度化ではでそのフォールディングが妨げられ、機能が阻害される。

貴弘
ノート注釈
恒温動物なので

貴弘
ノート注釈
その遺伝子をノックダウン・ノックアウトにより潰したとき致死となるかを見る。

貴弘
ノート注釈
可能、



貴弘
ノート注釈
1.細胞構造を観察しやすくするため。死んだ細胞の構造破損を抑え一時的・恒久的に保存するため。抗体のような大きな分子が透過できるように。ただし固定するとタンパク質が変性し本来の機能が分からなくなる可能性がある。2.ホルムアルデビド3.短時間で急速に固定することで、より生きた細胞に近い構造が保持されると考えられるから。

貴弘
ノート注釈
1.チューブリン2.細胞周期を同期できるから。3.略4.植物細胞は細胞中央部に細胞板が形成され二つに仕切られるように分裂する。動物細胞は中央部に収縮環が形成されくびりきられるように。



貴弘
ノート注釈
ペルオキシソーム：多様な物質の酸化。脂肪酸ベータ酸化、コレステロール・胆汁酸の合成、アミノ酸やプリンの代謝。植物にはこの一種であるグリオキイソームが存在し、脂質からグルコースを合成する。同じく葉緑ペルオキシソームは光呼吸の代謝を担う。1.ペルオキシ膜に局在するたんぱく質の膜結合領域から離れた末端にGFPを融合させる。2.同じ融合タンパク質のペルオキシソーム移行シグナルを切断したタンパク質を細胞内に導入したとき、細胞内小器官が標識されなければ云々



貴弘
ノート注釈
細菌のは環状、植物はらせん



貴弘
ノート注釈
1.オーキシン、サイトカイニン2.T-DNA中にプロモーター領域も持つから。

貴弘
ノート注釈
選別。組み換えが起こっていない株は薬剤ぶっかけると死ぬ。

貴弘
ノート注釈
茎頂・根端メリステム、維管束形成層

貴弘
ノート注釈
RTPCRによる絶対定量。濃度（コピー数）既知サンプルで検量線を描きアレ

貴弘
ノート注釈
T-DNA中の配列が植物ゲノムのどこに挿入されるかはランダムであり、植物ゲノム中の遺伝子配列の途中に挿入された場合にはその遺伝子機能が破壊されることになるから。

貴弘
ノート注釈
RNAi、目的遺伝子のmRNAに相補的な二本鎖RNAを生体内に導入するとそのmRNAが分解される。



貴弘
ノート注釈
X染色体、伴性劣性遺伝

貴弘
ノート注釈
X染色体短腕の短縮ジストロフィン遺伝子はめっちゃ長い

貴弘
ノート注釈
標的遺伝子が染色体上のどこにあるかを特定する方法。表現型を示す系統と示さない系統間の交配で得られた多数の子個体について表現型とDNAマーカー（二系統間での塩基配列の違い）との関係から、標的遺伝子とDNAマーカーの物理的位置関係を調べ、それにより遺伝子座を推定する。

貴弘
ノート注釈
ジストロフィン結合糖タンパク質複合体中のジストロフィン以外のタンパク質に変異・欠損が存在する場合。



貴弘
ノート注釈
ツーハイブリッド法：転写因子のDNA結合ドメインとアクチベータドメインそれぞれに目的タンパクを融合させたものを細胞内に導入、その転写因子下流の遺伝子の発現を見る。共免疫沈降：ビーズ抗体目的タンパクの沈澱、泳動してアレそうならうれしい

貴弘
ノート注釈
341、343、351、353：スレオニン

貴弘
ノート注釈
小胞体小胞体に入る前のタンパクと入った後のタンパクをとってきて分子量を電気泳動などにより調べる。

貴弘
ノート注釈
アミノ酸配列に変異が入ることにより放射標識された糖との結合が減少した場合は放射活性も減少し、そうでない場合はあまり変化がない。



貴弘
ノート注釈
収斂身長：正中線方向に細胞が移動し互いにインターカレートすることで前後方向に伸長する運動エピボリー：胚全体を覆うように広がる運動

貴弘
ノート注釈
糸状仮足アクチン繊維が平行に配列した束を持つ構造で、接着可能な細胞外マトリクスに接触するとそこに接着し、細胞移動のための足がかりとなる。

貴弘
ノート注釈
一次誘導により誘導された部位がオーガナイザーとして機能し、他の部位を誘導すること。眼の形成。神経板の予定前脳領域に眼胞ができ、これが周囲の予定表皮外胚葉を水晶体板に誘導する。



貴弘
ノート注釈
ｆ、ヒストンメチル化酵素は当然核に局在すると考えられるから。

貴弘
ノート注釈
ｃ

貴弘
ノート注釈
タンパクAはその局在により収斂伸長時における細胞の移動すべき方向、ここでは正中線に向かう方向、を指定する機能を持つと考えられる。タンパクAのｍRNAインジェクションで必要以上のタンパクAが生産されたことにより、細胞内局在が崩れ、細胞が正しい方向に移動できなくなった結果収斂伸長が起こらず体軸が短くなったと思われる。

貴弘
ノート注釈
細胞が移動できなくなるのでAを過剰発現させた場合より更に体軸が短くなる。あるいは伸びずに丸いまま。
































